
IBM i (AS/400)のデータをGUI操作で簡単に検索・出力できるツール
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Ｓｍｉｌｅ i を起動すると、まずこの設定画面が表示されます。

ｉシリーズ（AS/400）のIPｱﾄﾞﾚｽを指定して下さ
い
（例：192.168.XXX.XXX）

ｉシリーズ（AS/400）へサインオンする際の
ユーザーを入力してください

ｉシリーズ（AS/400）へサインオンする際の
パスワードを入力してください

設定時に取得した、
ライセンスキーを入力してください

閲覧したいファイルが入っている、
ファイルライブラリ名を入力してください

上記で入力した接続情報を名前を付けて保存
できます（名前を付けない場合、上記の「現在
の設定」の名前で保存されます）

上記の必要項目を入力したら、
「確定」をクリックしてください
次の画面へ進みます

1.  設定画面



２.  データベースへ接続

指定したファイルライブラリを選択して、データベースへの接続を行ないます。

接続したファイルライブラリを指定して、
「接続」をクリックしてください
次の画面へ進みます

設定画面へ戻ります

設定画面で入力したファイルライブラリ名が表示されます
複数入力してある場合、右にある「v」をクリックして、接続したいファ
イルライブラリ名を選択してください



３.  基本画面

基本の画面について説明します

各項目については、それぞれの章の説明をご覧ください。

「５．表示項目の選択」へ

「６．抽出条件の設定」へ

「７．ソート順の設定」へ

「８．定義の読込・保存」へ

「９．データの表示」へ

「４．テーブルの選択」へ

４．～７．の全ての
設定をクリアします

表示中のタブの
内容をクリアします



４. テーブルの選択

閲覧したいテーブルを選択します。

テーブルの一覧が表示されますので、
「選択」をクリックしてください

選択したテーブルが右欄に表示されます

選び直したい場合は、「削除」をクリックするか、
下の「クリア」をクリックしてください

テーブルを選んだら、
「決定」をクリックしてください
テーブルの選択は完了です

まず、テーブルの選択を行なう為に、
「テーブル選択」をクリックしてください
次の画面へ進みます



選択したテーブルがここに表示されます

複数のテーブルを選択して、ファイルの結合もできます（後述参照）

表示したくないテーブルを非表示にできます
ファイルライブラリには、内部的に使用するワークファイルなど、
たくさんのテーブルが存在していると思います。
毎回テーブル選択の際に、必要のないテーブルが一覧表示されますと、
本来選びたいテーブルを見つけ難いかと思います。
そこで、必要ないテーブルを予め選択して置けば、テーブル選択の際、
非表示となり一覧に表示される事はありません（解除もできます）。



５． 表示項目の選択

選択したテーブルの中から表示したい項目を選択します。

※ここで表示項目の選択をしなかった場合、テーブルの項目全てが選択されたとみなされます。

「表示項目設定」をクリックしてください
次の画面へ進みます

「表示項目選択」タブをクリックしてください



項目の一覧の中から表示したい項目を、選んで「選択」をクリックしてください

選んだ項目が右欄に表示されます

一度選択したが、やはり必要ないと思った項目は、
「削除」をクリックして選択から外す事もできます

項目の選択を終えたら、
「決定」をクリックしてください
これで表示項目の選択は完了です

選択したテーブルの項目が一覧で表示されますので、その中から表示した項目を選んでください。



６． 抽出条件の設定

選択したテーブルから表示したいデータの抽出条件を設定します

「抽出条件」タブをクリックしてください



６－１．項目の選択を行ないます。

「選択」をクリックしてください
次の画面へ進みます

選択したい項目をクリックして選択し、
「確定」をクリックしてください



６－２．条件式の設定を行ないます。
条件式を不等号で直接入力しても構いませんし、
右にある「ｖ」マークをクリックして条件を選択しても構いません
ここでは「ｖ」をクリックしてみましょう

抽出したい条件を選択して、クリックしてください

【条件式の例】
= ：選択項目と値が等しい
> ：選択項目より値が小さい
< ：選択項目より値が大きい
>=：選択項目が値以下
>=：選択項目が値以上



６－３．値の入力を行ないます。

値を入力して、抽出条件は完了です

左記の例では、選択した項目は「伝票日付」、条件
式は「次の値以上」、値は「20150101」ですので、完
成した抽出条件は、「伝票日付が20150101以降」
のデータが抽出される事になります。

複数の条件を設定できます

データを抽出する上で、複数の条件で絞り込
む必要がある場合があります。
その場合でも、条件を追加して設定する事が
できます。



７． ソート順の設定

データを表示する際どのような順番に値を並び替え（ソート）して表示するかを設定します。

「ソート順」タブをクリックしてください



「ソート順設定」をクリックしてください

並び替えたい項目の順番に「選択」をクリックしてソート順を設定します
※表示項目の選択と同じ操作方法です
項目を選び終えたら「決定」をクリックします
次の画面へ進みます

選択した項目は、昇順か降順かを項目毎に設定できます。



８． 定義の読込・保存

ここまで設定した定義を保存したり、保存した定義を読み込んだりします。

８－１．定義の保存

「定義保存」をクリックします
次の画面へ進みます

ファイル名を入力したら「保存」をクリックします
保存の完了です

保存したい定義名を入力してください
※ファイルの種類は「XMLファイル」になります



８－２．定義の読込み

「定義読込」をクリックします
次の画面へ進みます

読み込みしたい定義名を入力してください
※ファイルの種類は「XMLファイル」になります

ファイル名を入力したら「開く」をクリックします
読込みの完了です



９． データの表示

ここまで設定した定義を実行して、データを表示します。

「実行」をクリックします
次の画面へ進みます

表示された結果が、Excelで出力されます

表示された結果が、CSV形式ﾌｧｲﾙで出力されます



１０． 応用編

複数ファイルの結合

これまでの説明は一つのファイルに対しての設定、条件設定でしたが、応用編として複数ファイルの
使用法について説明します。

例えば、売上データに担当者コードは持っているが、担当者名は担当者マスタにしか持っていない、
といった場合、出力結果に担当者コードに担当者名を付けて出力する事ができます。
それがファイルの結合です。

担当者マスタ売上データ

キー項目となる「担当者コード」を結びつけます。

それによって、出力結果に担当者名を付ける事ができるのです。

出力結果



１０－１.結合ファイルの設定

テーブル選択タブから「テーブル選択」をクリックしてください

テーブルリストから、主ファイルと結合するファイルを「選択」を
クリックして選んでください

例として、主ファイルを売上データ、結合ファイルを担当者マスタで選択しました
「決定」をクリックしてください
次の画面へ進みます



主ファイルが売上データ、結合ファイルが担当者マスタで選択されました

内部結合か外部結合かを変えたい場合、
結合方法の「v」をクリックしてください

内部結合か外部結合か選択できるようになっています
ここでは「外部結合」を選択します



１０－２.結合条件の設定

「結合条件設置」をクリックしてください
次の画面へ進みます

次にどの項目で結合させるかの設定を行ないます。



ここでは、主ファイル（売上データ）がテーブルA、結合ファイル（担当者マスタ）がテーブルBとなります。

結合ファイルが２つ以上ある場合には、ここをクリックして設定したいファイル
を選択してください

二つのファイルを結合する為のキー項目をそれぞれのファイルから選んでク
リックします（ここでは「担当者コード」を選択）

二つのキー項目をそれぞれのファイルから選んだら、
「条件追加」をクリックしてください

選んだキー項目が結合条件に追加されました

更にキー項目を増やしたい場合には、引き続き
同じ要領で追加してください

結合条件を削除したい場合には、個別に削除す
るなら左にある「削除」をクリックしてください

設定した結合条件を全て削除したい場合には、
「条件クリア」をクリックしてください

結合条件の設定が完了したら、
「確定」をクリックしてください
次の画面へ進みます



結合条件に追加されました
結合条件を削除したい場合には、左にある「削除」をクリックしてください

主ファイル（売上データ）の後ろに結合ファイル（担当者マスタ）の
項目が並んでいます

不要な項目は削除したり、項目の順番を並び替えて出力イメージ
を整えてください

結合条件の設定が終わったら、「表示項目選択タブ」をクリックし
てみましょう



ここでは、担当者マスタの担当者名を、担当者コードのすぐ後ろに移
動させ、その他の担当者マスタの項目は不要なので削除しました

「実行」をクリックして出力結果をみてみましょう

担当者コードの横に担当者名が追加されました

担当者コード＝１５は担当者マスタに登録されていませんので、
担当者名は空欄になっています



以上で、Ｓmileiの操作説明を終わります。

説明を省略しましたが、ＳＱＬの知識があれば更に使用の幅が広がると思います。

色々な使い方を試して、是非、業務にお役立てください。
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